
（別紙３）

～ 2026年　3月　31日

（対象者数） 54 （回答者数）
32

～ 2026年　3月　31日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
誰でも同じ支援が行えるように、色んな児童を支援する経験

を積んでもらっています。

2
定期的に支援員間で話す機会を設けて、普段支援をする意識

を高めていけるようにする。

3 色んな場所を提供して、興味・関心が高まるようにしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・送迎ルートの見直し

・非常勤スタッフやスポット送迎員の採用検討

・職員負担軽減のための役割分担の明確化

2

・小規模でも参加しやすい保護者会の実地（オンラインを含

む）

・日々の様子を発信

・テーマ別ミニ交流会の開催

3

支援員間で児童の事に関しての共有を定期的に行っている
保護者様からの連絡ノートのコメントや、送迎時にお話しをし

た事をこまめに共有している

送迎時に、今日起きた事を細かく伝えている。
帰りの会までに送迎担当に共有して、できる限り細かく伝える

ようにしている。

お金の勉強を取りれている。
外出先はなるべく、お金の勉強を取り入れて実生活に繋がるよ

うに考えています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

送迎員が少ない

・人員配置基準は満たしているが、送迎専任スタッフが不足し

ている。

・下校時館帯が集中し、人手が足りなくなる。

保護者会など、地域の方の連携がほとんどない。

・保護者同士が交流する機会が少ない。

・地域との接点を作る機会が不足している。

・感染症などの影響で実地できないというのもある

2025年　4月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 プラスアップ船橋教室

○保護者評価実施期間
2025年　4月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表 公表 


